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令和 5年度 6月号 

食育だより 

    ふたばっこ 

 

6 月は、歯と口の健康習慣と食育月間があります。生涯にわたって心身と

もに健康で充実した生活を送るには、子どもの頃からの食習慣がとても重

要です。「食」について学び、出来る事から実践してみましょう。 

 

乾物を食事に取り入れよう! 
  

日本には高野豆腐や切り干し大根、ひじきなどの乾物といわれる常温で保存のきく食材が

たくさんあります。これらの食材は、水分が少ないため、栄養がぎゅっとつまっており、

日頃から食べたい食材です。また、ライフラインが止まった状態でも劣化しにくく、たん

ぱく質や食物繊維などの栄養素が豊富に含まれているため、災害時の栄養補給にも大活躍

します。園では、離乳食はもちろん、煮物やサラダ、ハンバーグに入れたり、みそ汁など

色んなメニューに取り入れていますので献立表をご確認下さい。なお、21 日のらん組さ

ん試食会も人気の乾物を使って、高野豆腐の肉詰めを予定しています。ご家庭でも、日常

から使える常備食品として乾物を見直してみてはいかがでしょうか。 

                 

     。 
平成 17年に制定された「食育基本法」では、「子ども達が豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身につ

けていくためには、なによりも「食」が重要である」とした上で、食育を、「生きる上での基本であっ

て知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」「様々な経験を通して「食」に関する知識と「食」を選

択する力を習得し健全な食生活を実現することができる人間を育てる」ことと位置づけています。 

食育の日・・・毎年 6 月は国が定める「食育月間」です。 

 

 


